
一ず

／
せ
っ
か
く
の
機
会
で
あ
ヶ
ま
す
の
で
、
有
権
者
数
の
推
移
を
中
心
に
わ
が
国
の
選

の
歴
史
を
簡
単
に
振
り
返
り
ま
す
と
と
も
に
、
近
年
の
制
度
改
革
と
新
し
い
時
代

選
挙
の
あ
り
方
を
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

が
国
の
選
挙
制
度
の
歴
史

わ
が
国
に
お
け
る
近
代
的
選
挙
制
度
は
、
明
治

一
一
年

（
一
八
七
八
年
）
七
月
二

二
日
に
制
定
さ
れ
た
府
県
会
規
則
に
始
ま
り
ま
す
。
府
県
会
議
員
の
選
挙
の
方
法
に

つ
い
て
規
定
し
た
こ
の
規
則
は
、
郡
区
町
村
編
成
法

（明
治

一
一
年
制
定
）
や
区
町

村
会
法

（明
治

一
三
年
制
定
）
と
と
も
に
、
地
方
自
治
の
礎
と
な
り
、
明
治

一
四
年

」戸
　
　
　
ｔ☆
↑
　
　
　
　
　
　
　
　
一浮
　
　
　
　
　
卜
は
ヽ
国
会
開
設
の
勅
諭
が
発
せ
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

（　
自

治

省

選

挙

部

長

）
　
　
　
　
　
　
明
治
二
二
年

（
一
八
八
九
年
）
二
月

一
一
日
に
は
、
明
治
憲
法
発
布
に
併
せ
、
衆

議
院
議
員
選
挙
法
が
制
定

。
公
布
さ
れ
、
こ
れ
に
前
後
し
て
制
定
さ
れ
た
市
制
町
村

制
及
び
府
県
制
と
併
せ
、
わ
が
国
の
近
代
的
選
挙
制
度
が
確
立
さ
れ
ま
し
た
。
第

一

回
帝
国
議
会
の
選
挙
は
、
明
治
二
三
年

末
一
八
九
〇
年
）
七
月

一
日
に
行
わ
れ
ま
し

新
春
を
迎
え
、
謹
ん
で
年
頭
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
が
、
選
挙
権
を
有
す
る
者
は
、
引
き
続
き

一
年
以
上

（所
得
税
の
場
合
は
三
年
以

昨
年
は
、
平
成
六
年
の
政
治
改
革
か
ら
ち
ょ
う
ど
五
年
を
経
過
す
る
と
い
う
節
目
　
　
　
　
上
）

一
五
円
以
上
の
直
接
国
税
を
納
め
る
二
五
歳
以
上
の
男
子
に
限
ら
れ
て
い
た
た

の
年
に
当
た
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
選
挙
制
度
や
政
治
資
金
の
あ
り
方
を
め
ぐ
り
、
　
　
　
め
、
有
権
者
数
は
約
四
五
万
人
で
、
全
国
民
の
一
。
一
％
に
限
ら
れ
て
お
り
ま
し
た
。

国
会
を
中
心
に
活
発
な
議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
後
、
選
挙
権
に
係
る
納
税
要
件
が
緩
和
さ
れ
、
徐
々
に
有
権
者
の
範
囲
が
拡

こ
の
結
果
、
年
末
の
臨
時
国
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
政
治
家
の
資
金
管
理
団
体
に
　
　
　
　
大
し
て
い
き
ま
し
た
が
、
第

一
次
世
界
大
戦
後
の

「大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
の
中
で
、

対
す
る
企
業

・
団
体
献
金
の
本
年

一
月

一
日
か
ら
の
禁
止
を
内
容
と
す
る
政
治
資
金
　
　
　
　
大
正

一
四
年
に
納
税
要
件
が
撤
廃
さ
れ
、
男
子
普
通
選
挙
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
と
な

規
正
法
改
正
が
成
立
す
る
と
と
も
に
、
衆
議
院
の
比
例
区
の
定
数
を
削
減
す
る
公
職
　
　
　
　
り
ま
し
た
。
初
め
て
の
普
通
選
挙
と
し
て
行
わ
れ
た
昭
和
三
年
二
月
二
①
日
の
選
挙

選
挙
法
改
正
案
と
政
党
へ
の
企
業

・
団
体
献
金
の
見
直
し
規
定
の
削
除
等
を
内
容
と
　
　
　
　
で
は
、
有
権
者
数
は

一
、
二
四
一
万
人
で
、
全
国
民
の
二
〇
・
〇
％
と
な
り
ま
し
た
。

す
る
政
治
資
金
規
正
法
等
の
改
正
案
が
継
続
審
議
と
な
り
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
太
平
洋
戦
争
の
終
結
後
、
昭
和
二
一
年
に
衆
議
院
議
員
選
挙
法
が
改
正
さ
れ
、
婦

本
年
も
、
引
き
続
き
、
わ
が
国
民
主
制
度
の
根
幹
を
な
す
選
挙
制
度
、
政
治
資
金
　
　
　
　
人
参
政
権
が
認
め
ら
れ
る
と
と
も
に
、
選
挙
権
の
年
齢
要
件
が
従
来
の
二
五
歳
か
ら

制
度
に
つ
い
て
、
様
々
な
論
議
が
変
わ
さ
れ
て
い
く
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
歳
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、
昭
和
二
一
年
四
月

一
〇
日
の
選
挙

こ
の
よ
う
な
中
で
、
昨
年
末
公
表
し
た
平
成

一
一
年
九
月
二
日
現
在
の
選
挙
人
名
　
　
　
　
で
は
、
有
権
者
数
は
三
、
六
八
八
万
人
で
、
全
国
民
の
四
八
・
七
％
と
な
り
ま
し
た
。

簿
登
録
者
数
が
、　
一
〇
〇
、　
一
五
三
、
五
四
〇
人
と
な
り
、
わ
が
国
の
有
権
者
数
が
　
　
　
　
　
戦
後
は
、
成
年
人
日
の
増
加
に
併
せ
て
有
権
者
数
も
順
調
な
伸
び
を
見
せ
、
今
般

初
め
て
一
億
人
の
大
台
を
突
破
い
た
し
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
一
億
人
突
破
に
至
っ
た
も
の
で
あ
り
、
全
国
民
に
占
め
る
割
合
も
約
八
〇
％
と
な
っ

折
し
も
、
巻
で
は
、
新
た
な
千
年
紀

（Ｚ
盟
己
革
将
ユ
Ｅ
こ

を
迎
え
、
祝
賀
ム
ー
　
　
　
　
て
ぉ
り
ま
す
。

ド
に
賑
わ
っ
て
い
ま
す
が
、
時
を
同
じ
く
し
て
わ
が
国
０
選
挙
の
歴
史
が

一
つ
の
道
　
　
　
　
近
年
の
制
度
改
革
の
傾
向

標
を
迎
え
ま
し
た
こ
と
は
、
ま
こ
と
に
意
義
深
い
も
の
で
あ
り
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
衆
議
院
議
員
選
挙
制
度
に
小
選
挙
区
比
例
代
表
並
立
制
を
導
入
す
る
こ
と
を
中
心

ヽ
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と
し
た
平
成
六
年
の
政
治
改
革
関
連
四
法
案
の
成
立
は
、
わ
が
国
の
選
挙
の
歴
史
の

中
で
も
、
最
も
大
き
な
制
度
改
革
で
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
後
も
選
挙
制
度
に
対
す

る
国
民
の
関
心
は
高
く
、
毎
年
の
よ
う
に
制
度
改
正
が
な
さ
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

ご
く
最
近
の
制
度
改
正
と
し
て
は
、
平
成
九
年
の
公
職
選
挙
法

一
部
改
正
に
よ
る

投
票
時
間
の
延
長
と
不
在
者
投
票
事
由
の
緩
和
と
、
平
成

一
〇
年
の
公
職
選
挙
法

一

部
改
正
に
よ
る
在
外
選
挙
制
度
の
創
設
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
、
選
挙

人
の
便
宜
に
配
慮
し
、
投
票
環
境
の
向
上
や
在
外
邦
人
の
投
票
機
会
の
確
保
を
図
る

も
の
で
あ
り
ま
す
。

近
年
の
制
度
改
正
の
傾
向
は
、
有
権
者
の
範
囲
の
拡
大
と
と
も
に
、
有
権
者
が
投

票
に
参
加
し
や
す
い
環
境
を
い
か
に
整
備
す
る
か
を
課
題
と
し
て
い
る
こ
と
に
あ
る

と
言
え
ま
し
ょ
う
。
昨
年
の
洋
上
投
票
制
度
の
創
設
も
、
こ
の
傾
向
に
沿

っ
た
も
の

と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

新
し
い
時
代
の
選
挙

国
政
選
挙
、
地
方
選
挙
を
通
じ
た
投
票
率
の
低
落
傾
向
は
、
平
成
九
年
の
投
票
環

境
向
上
の
た
め
の
制
度
改
正
に
よ
る

一
定
の
効
果
も
あ
り
、
歯
止
め
が
か
か
っ
た
と

い
う
見
方
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
わ
が
国
の
投
票
率
は
、
依
然
と
し
て
高
い
水
準

に
あ
る
訳
で
は
な
く
、
民
主
主
義
の
基
盤
と
し
て
の
選
挙
の
現
状
は
、
決
し
て
楽
観

を
許
す
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
近
年
の
制
度
改
正
に
見
ら
れ
る
、
選
挙
を
選
挙
人
に

と
っ
て
ア
ク
セ
ス
し
や
す
い
も
の
に
し
て
い
く
と
い
う
要
請
は
、
今
後
も
益
々
強
ま
っ

て
い
く
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
電
子
機
器
利
用
に
よ
る
投
票
や
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
の
電
子
的
媒
体

を
利
用
し
た
選
挙
運
動
な
ど
、
選
挙
制
度
の
創
設
時
に
は
想
像
も
つ
か
な
か
っ
た
よ

う
な
、
新
し
い
時
代
に
対
応
し
た
選
挙
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
、
様
々
な
観
点
か
ら

議
論
が
な
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
こ
と
は
、　
一
方
で
、
各
選
挙
管
理
機
関
に
お
け
る
事
務
の
多
様
化

・
多

量
化
を
招
く
す
の
で
も
あ
り
ま
す
。
制
度
の
企
画
立
案
の
一
端
を
担
ヶ
立
場
に
あ
る

者
と
し
て
は
、
新
た
な
制
度
の
構
築
や
既
存
の
制
度
の
見
直
し
に
際
し
、
各
選
挙
管

理
機
関
に
過
度
の
負
担
を
か
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
選
挙
の
公
正
を
阻
害
す
る
こ
と
の

な
い
よ
う
、
常
に
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
考
え
、
そ
の
た
め
に
で
き
る

・
　
才

だ
け
率
直
な
意
見
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

新
し
い
時
代
の
選
挙
の
あ
る
べ
き
姿
に
思
い
を
馳
せ
つ
っ
、
市
町
村
選
挙
管
理
委

員
会
及
び
都
道
府
県
選
挙
管
理
委
員
会
に
お
い
て
よ
り
高
度
化
し
、
か
つ
、
多
量
化

し
た
選
挙
管
理
事
務
が
円
滑
に
執
行
さ
れ
ま
す
こ
と
を
期
待
し
な
が
ら
、
有
権
者

一

億
人
時
代
と
新
た
な
千
年
紀
の
到
来
を
迎
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

皆
様
方
に
と
り
ま
し
て
、
本
年
が
良
き
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、

新
春
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

- 2 -


